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　rオ　セ　ロ』試　論
一オセロにおける性について一
鈴　　木　　　洋
　1　オセロとデズデモーナとの悲劇は，当初の二人の観念的な関係がr性」
によって変質するために起るものであると思う。しかも性が人間にとって不可
欠なものであるためにその変質は不可避なものであったという作者の暗い認識
がリアリィティの厚味と力とを生んで，性的存在としての人間の一面に我々を
直面させるのである。
　我々がオセロの悲運を悲しみ，イアゴウを呪誼することは出来ても，作者が
我々に提示するものを拒否出来ない理由はまさに此処にある。
　作者が語るのは性的な存在としての人間の姿であり，そこでは人間が，いわ
ばr性」の言葉で語られているのであった。
　ところで，性に対するShakespeareのペシミズムというものが16cO年以後
の各作品の共通項であることは周知の通りであるが，それは女性の不実を嘆く
男性の声が殆ど女性の呪誼と性そのものの嫌悪にまで近づくという顕著な傾向
を示すものであった。例えば『トロイラスとクレシダ』においてクレシダの不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　テ　臣貞をトロイラスに目撃せしめた作老の意図が，トロイラスの当所の無い妨僅と
愛の女神の失際とを二重映しにすることにあったことは明らかであるが，作者
は単に愛の不在を告げることにとどまらず，嘗ては「甘美な慾情」（V＆A368）
であった性が今や醜悪な姦淫と同義語となり，同時に残忍で破壊的な暴力にな
り果てたことを執跡こ提示するのである。
　Shakespeareのこうした，いわゆる「性嫌悪」が如何に強い固着を示すもの
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であるかは，特に劇的に必然性のないま刻こリア王の狂乱の中にさえ顔をのぞ
かせていることにも窺えよう。狂ったリアが，、姦淫が巣くうr帯から下の悪魔
の世界」（1V・vi・12）の悪臭にむせて1オソスの嚢香を購おうとするのも，放
心のオフィーリヤ姫が撰歌を口ずさむのも，ともに痴呆故にのぞかれる人間本
然の哀れな厭わしさなのである。
　オセロを責め苛む嫉妬にしても，それは『トロイラスとクレシダ』，r冬物語』，
rシムベリン』毒こおける主要な動機であるばかりか，慾望と禁忌の屈折した心
理の中で，復警者ハムレットをも苦しめていることは明白なのであり，彼の呪
誼が彼自身と我々の心に映し出す「不倫と邪悪の臥床」（I．5．82）こそは，王
殺しの大罪にもまLてハム1■ツトの想像をr汚らわしい」（In・ii・88）ものに変
えていたのであった。
　だが，rオセロ』における想像と比楡は一層赤裸々であ私イアゴウの性的
偏執ξ露骨は，あたかも彼において悪の諸力がすべて情熱の暗黒面に集中した
かの感があり，僅かに残った精神性と人聞的な意志への憧れが辛うじてオセロ
をして自らの命を絶たしめるのみである。
　たしかに，オセロは自殺によって残忍と絶望の永遠の奈落へ陥ることを避げ
得るのではあるが，しかし嫉妬という「緑色の目をした怪物」（IIL　iii．166）に
タゥてオセロを深淵の水際まで追いつめた作老は不気味である。しかもそれは
決っして空虚な思いつきや想像力のいたずらではない。作者はこの時，丁度オ
セロと同じ中年男性の一人であり，暗い情慾の破壊力と魔性とを実感として弁
えていたはずではなかろうか。
　その意味では，『アントニーとクレオパトラ』におけると同様，『ナセロ』に
おいても作者は恐らく最も良く自分がわかることを語ったにちがいない。作者
が知悉していたこと一それは拙稿の冒頭に述べておいたことであった。却ち，
オセロとデズデモーナとの悲劇は，二人の理念的，観念的な関係がr性」によ
って変質するために起るという，そのことなのであ乱
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　では，r性」によって変質し蚕食される以前のオセロとデズデモーナとの関
係とはどのような性質のものであったのだろうか。
　オセロにとってデズデモーナが掛替えの無い存在であったことには一片の疑
問の余地もないと言っても良いであろう。
　ただ，その掛替えの無さの性質というものにひとつの特徴があった。それは
丁度，戦争（場）がオセロにとって掛替えの無いものであったという意味に極
めて類似していたのである。
　この点を，二人の関係の在り様として図式的に言い直すならば，オセロとデ
ズデ毛一ナの関係は一少たくともその馴れ染めと結婚初期における関係は，
二人が結婚する以前におけるオセロと戦争との関係に殆ど等しいものであり，
オセロにとっての戦争の意味と戦争が占めていた位置とを結婚を契機と、してデ
ズデモーナが代って占めることになったと言えるのである。そLてこの場合，
戦争はオセロにとって殆ど存在論的な意味を有するものであった。
　何故なら戦争は，永らくヴェニスの傭将オセロとヴェニスという杜会を結ぶ
唯一の接点であっ一たからであり，黒人ωである彼は戦争を介Lてのみヴェニスー
という異質の文化圏での杜会的存在たり得て来たからである。’
　りまり，彼の黒い肌に象徴されている人種的文化的疎外要因のために，戦争
（場）を離れたオセロ将軍は無意味だというのが，残酷ではあるがこの劇の杜
会的な文脈だと言って良い。この点で例えぼ，ロング（M・Long）一2】やフィソ
クルスタイン（S．Fink1estein）｛訓がオセロをアウトサイダーとして，或いは被
支配階層の者として杜会学的に把握しようとLたことには十分な意味があるわ
けである。それに反して，ウィルスソ（D・Wilson）のrオセロは全生涯を戦
場で送って来た心の単純な武人である。世間のことはほとんど知らず，女性の
ことはまるで知らない」ωという記述は，オセロを戦争故の未経験者として性
格づけることで終っている点に不満があると言わねばならない。
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　そういう訳で，オセロ自身が認めているように，軍功軍歴の名誉と，将軍と
しての信望，軍人の生活流儀こそ彼の生涯の意義であり価値の源泉，生の支柱
であったことは当然であろう。そして，それと同時に，自己の状況に対する反
援の気味を伴った自已主張として，他に対して「戦争」を雄弁に語ることで杜
会的承認を得ようとする癖が彼にあったのも当然である。
　このことは，イアゴウがオセロの「大言壮語」（L　i．14）として郡楡すると
ころなのであるが，しかし実際は，自己の客観的能力を侍む気風，自已信頼に
立って自己の人生観と価値観とを把持し続げようと願う理念的な態度と見るべ
きものであると思う。
　いずれにせよ，オセロのアイデンティティは戦争の中に在ったわげであり，
我々が依って以て自己確認をするところのものを哲学とか宗教とか呼ぶとする
ならば，「戦争」はオセ目のr宗教」なのであった。そしてデズデモーナはオ
セロのこの「宗教」と結びつくのである。
　上述の，デズデモーナがオセロのr宗教」と結びつくという可笑しな表現に
は，それが文字通りの事実であることが了解された時に，一般男女の結びつき
とは相違する二人の場合の特異さを認識させる効用があると思われるのである
が，実際，二人の馴れ染め，結婚へ至る経過，及び結婚の初期の関係が平均的
男女のそれと著しく異質であるという事実は，オセロがデズデモーナの愛を得
た経緯をヴェニスの大公たちに説明した折の長広舌（I．iii．127－170）によって
疑う余地のないほど明白であった。
　それによれば・オセロの口説は驚くべきことにすべて戦争の冒険と夢，悲惨
と残忍についてであり，オセロの活躍と勇気について語るものなのであった。
馴こ指摘しておいた通り，戦争は殆ど彼の人生そのものであり，彼の「宗教」
なのであってみれぼ，そうLた語りに動かされたデズデモーナは，甘い口説に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ手ナよってではなく，ましてや情慾の感覚的誘いによってではなく，いわばオセロ
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のr宗教」或いは理念に折伏されたかの如くなのである一
あれは私の経て来た穀難をいとおしがって私を愛してくれた。
私はまたあれのそうした心根を愛した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（I，iii．167－168）
従って，オセロがデズデモーナにおいて得たものは彼自身の人生観，価値観の
是認老，ないしはシンバであったと言ってよい。
　言い換えれば，デズデモーナは，オセロのこれまでの生涯の意味と価値との
裏書人となったのであって，彼女の家柄，幾多の美徳，才能容姿などを考慮す
れば，彼女は形而下的にはヴェニスにおけるオセロのパスポート，そして形而
上的には彼の人生の意味の象徴となったわげであ乱
　デズデモーナがやがてオセロにとってのすべて一人生の意味と価値の源泉，
新しい宗教，或いは女榊こさえなってゆくのはむしろ当然過ぎる仕儀であった
と言えよう。
　それと同時に，自然な帰結とは言え，r戦争」は，オセロの職務怠慢という
形をとって顕現しつつ，彼の人生においての意味と比重とを急激に低下させて
ゆくのである。
　この章のはじめ，オセロとデズデモーナの関係は，結婚以前におけるオセロ
対戦争の関係に近似していると述べたのは上述のような意味合いにおいてであ
った。
　しかし，二人のそうした，理解と共鳴と同情に依る理念的な，いわば同志的
結合は，二人が理念のみならず懲膚をも併せ持つ人聞であるという事実によっ
て極めて容易に変質してゆかざるを得ないのである。
　2　これまでに見て来た通り，作者がオセ目とデズデモーナとを，当初殆ど
空々しいまでにままごと的な男女関係の中に置いていることを否定し得ないと
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すれば，二人の性無き結びつきが実は最も醜悪な性的レヴェルにまで転落する
という話の顔末によって作老が提示しようとしているものの正体は自ずから明
白であると言えよ㌔この転落の驚くべき急角度と落差とは，無性的関係が性
的関係に変化することによって惹き起こされる悲劇であり，そして作者はその
是非を問わないかの如く，むしろ避げ得ないこととして描いていると言って良
し・。
　この事実と経遇は後刻テキスト本文に沿って検証する予定であるが（3，4），
その前にShakespeareが提示した二人の結末の中に我々の常識にいささか低
触する部分があるという従来からの不満について触れておきたいξ思㌔
　例えば，二人の最期が無惨すぎるという印象があるであろう。たしかに，、・
わゆる「詩的正義」は，少なくとも無実のデズデモーナの死に関する隈り，そ
れを適切に説明することは極めて難Lいのである。そのために，「無動機の動
機」説を唱えたコールリッヂ｛5，以来の伝統としてイアゴウを非常に重要視する
傾向が顕著であり，能動因としての彼の策動にほとんどすべてを帰せしめるの
である。
　当否は措くとして，その方向の極端な一例を精神分析学を応用したロジャー
ズ（Robert　Rogers）の論㈲に見ることが出来るが，それによるとオセロ，キ
ャシオウ，イアゴウ問に抑圧された同性愛関係が在り，イアゴウはオセロヘの
愛故にキャシオウに嫉妬して彼を葬り，次いでデズデモーナを犠牲にするとい
うことになっている・同性愛云々を別とすれば，イァゴゥをすべての原因とす
る点ではこれほどすっきりした論はないのである。
　だが，こうした考え方に共通するひとつの難点は，イアゴウの巧智を説き，
言動の素早さ見事さを説けぱ説くほど，オセロは「間披げ」のお人良Lに成り
下るという点にある。
　イアゴウを律義な「正直老」と信じこんだ頓馬と，リ：／ネルを落した不注意
で素朴な女との敢り合わせでは，これは最早丁・ライマー（Thomas　Rymer，
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1641～1713）ならずとも「ハンカチの悲劇」＝7〕なのであって，オセロの悲劇で
はなし・とし・うこと｝こなりカ・ねないo
　コールリッヂがイアゴウと彼の好策についてr超人的」という形容詞を付し
た⑧のも，恐らくそういう危険性を自覚していたからである。つまり，イアゴ
ウの好智術策にr超人的」という句をつけることによって，オセロがだまされ
るのも無理からぬという情状を作出し，オセロの天秤が下り過ぎるのを防いだ
のであったろう。
　だが，私見によれば，それは不要な配慮であったようである。何故なら『オ
セロ』の悲劇の原因はオセロとデズデモーナにある。彼等の中のr性」が原因
であり，性によって動くオセロが能動者なのである。
　この考えは働きかける者，けん引者とLてのイアゴウの役割と矛盾するもの
ではない。たしかにイァゴウはShakespeareの創造になる最も驚くべきr悪」
の代理人としてオセロの鼻面を徹頭徹尾曳き廻すかに見えるが，文字通りオセ
ロがイアゴウによって操つられるのは第三幕，それも誘惑シーン以後のことで
ある。
　だカミ実際はそれより以前，第一，二幕において，既に十分にそして明瞭に，
オセロとデズデモーナの関係が彼等自身の性によって変質し不幸な事態へと進
んでゆきつつあることを作者ば示しているのである（この点は後で詳述す
る）。
　従って，もしイアゴウがいなげれぱ，あれほど速やかにあれほど残酷な結末
をオセロたちが迎えはしなかったであろうが，しかし彼がいなくてもオセロた
ちが不幸な事態に逢着したであろうことは疑いないところである。
　それは丁度，仮りに『ハムレヅト』に父王の亡霊が出現しなくても，ハムレ
ットはいずれ叔父王と自已自身に対して何らかの行動をとったにちがいないと
我々にわかることと同然である。つまりハムレットを動かしているものは，実
はあらゆるものを「むさくるしい」‘fou1’と感ずる，世界についての或る種の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　507
　178
認識である（性嫌悪や女性呪誼も含まれる）。
　それと同様に，オセロを動かしているのは，イアゴウではなくて，オセロ自身
の「性」であり，性についての認識（とくに結婚Lたあとでの）なのである。
但し，リアリストとしての理知を欠いているオセ剛こは，ハムレットがそうし
たようにそれを明確に言語的に表現することは出来ない。
　ハムレヅトには精神の高みに筐れる者と，慾望（＝現実）の不可避な実態を
認識Lて表現するリアリストの知老が同居していたが，オセ回自身の中には後
者（知着）はいないからであり，その代りにイアゴウが，精神性を欠いた肉慾
主義老のリアリストとして，解説と分析の役目を荷っているわげである。
　　　　　　　　　　　　　　　ナカバ　とは言え，オセロといえども劇半に至っては〈自分は真実妻を愛している。
しかしその愛とは別に，肉体的慾望に駆られたことがなかったとはいえない。
だとすれば，同様のうずきが妻にあったとしても不思議ではないはずだ〉一・・
自分にもひそんでいる以上，ひょっとしたら相手にも？……という心の働きに
支配され，それが自覚的な行動原理とたってしまうのである値〕。フロイドはこ
れをr投射による嫉妬」とみなし，rオセロ・コンプレックス」という言葉を
作ったそうであるが，作者の基本的な意図はあくまでも，性に支配されている
人閻の悲劇の提示にあるのであって，人間が嫉妬によってどの程度まで狂わさ
れ得るかという隈定的な興味にあるわけではない。
　この点を誤解すると，『オセロ』は，しばしば安易にそう呼ばれている通り
に，「嫉妬の悲劇」になってしまう。言い換えれば，ありもしないものをある
と想像する「空想の悲劇」だということになりかねない。
　だが，オセロにとっては，最終場面でライマー（Rymer）のいわゆるr数学
的に正確な証拠」ωを手にするまでは，デズデモーナの姦通は真実だったので
ある。即ちオセロの心理的リアリズムによればそれは確かに存在したのであり，
そしてそれが心理的な真実であり得たのは，人間が性に支配されるという普遍
的な事実のためである。
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　ここにおいて，オセロは結局我々の一人であり，我々がオセロであるという
理解が動かし難いものとなるわげであって，く人間とはそうしたものだ〉とい
う，決っして愉快ではたい認識が我々のものでもあるが故に，清純無垢な「デ
ズデモーナの心臓を自分の住むところとした」（IV・ii・57）オセロの願望が我
我自身の願望と重なるのである。
　しかし，女神と見紛う最愛の者のr心臓」を自身の聖域として祀ろうとした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウツオセロの願いは，彼が供えたr肉慾」という現し世の献花のために脆くも崩れ
去るわけであって，その無清な崩壊の素早さには，トルストイが性と愛とにつ
いて語った言葉を我々に想い出させずにはいないものがあるのだった一r精
神の衝動はすべて初めは純粋で高潔である。だが現実の生活がその無垢と魅力
とを破壊してしまう。」ωのである。
　3　ロシアの文豪のこの言葉が示唆している通り，「神々しい」（II．i．73）ば
かりのデズデモーナを得たオセロが，彼女を妻以上のなにものかとLて愛し得
ると思ったこと自体に嘘はなかった。しかし，結局は自分と妻との肉体によっ
て裏切られざるを得ないのは，デズデモーナの言葉通り，r男性は神様ではな
い」（III．i・．148）という現実の故である。即ち，夫婦の間柄は性を含む故に，
r崇拝」のようた純粋な精神的愛には耐え得ないのである。
　第一幕で作者が暗示しようとしていることは実にこの事実なのであって，作
者が執鋤にイアゴウに言わしめる下品な形容句の数々一rぬくぬくと良い気
持のムーア」（I－i－70），r白羊の上に乗る黒い牡羊」（I・i・80）r娘さんにまた
がるアフリカ馬」（L　i－112），「色好みのムーア」（I，i－126），「浮気なムーア）
（I．iii．53），「野蛮なムーア」（I－iii－63）などなど一ば，「軍隊用語を並べて
立派なことをしゃぺる」自信にみちた高潔なオセロ像と皮肉な対比を生み出し，
その対比の頻度と露骨さとによって，結局オセロも人であり，清潔高尚な結婚
の中にもr性」があらざるぺからずということを想起せしめるのである。
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　第一幕を通じての，イアゴウの低劣で不快な性的コメントの洪水が許容され
もし，また必要でもあるのは，ただただ，人間の肉体性を想起せしめるという，
この役割の故であった。
　それ故，イアゴウが説き，自己の内にもそれを認めて揮らない人間のアニマ
リズムを・悪人イアゴウの個人的特性に帰することは正しくない。彼の言葉が
非常に不愉快であることはまちがいないのだが，彼は人間性の半面を指摘して
いるにすぎないのであり，彼は自分が理解し得る人間の肉体面に立って，結婚
の半面の真理を穿つのであ乱であるからイアゴウにとっては，rデズデモー
ナは私の経て来た難難をいとおしがってくれ，私は彼女のその心根を愛した」
（I－iii－167－168）と説明されているような男女の結びつきは，
　家なしの野蛮人とずる賢いヴェニス女が／殊勝気な顔をして約束を交わし
た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（I－iii－63－64）
だけのものだということになる。
　一方，オセロはあくまでもrあれの心根を愛した」と考えている。そのr殊
勝気な」流儀で彼女を愛し，愛し続けていけるとオセロは思っていた。オセロ
のこの考えは彼が自分の結婚について始めてイアゴウに語った時の言葉，
　・なあ，イアゴウ／私はただあの優しいデズデモーナが可愛いのだよ／で
なければ，一体誰が今更家庭を持って／この自由気轟な軍人稼業を縛ったり
するものか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（I－ii．24－28）
の中にもよくあらわれていたのだが，この台辞によって作者が表現しようとし
たオセロの心理は，その中に使われている「優しい」‘9entle’の一語に集約さ
れていたと言える。つまり，すべての肉感性，慾情の存在はこの一語で消され，
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おおわれてしまっていたのである。
　だが，そうであるだけに，結婚を控えた健康な男性が口にする現実生活への
期待の言葉としては不似あいである。つまり，この台辞は，オセロが馴れ染め
を語った折の言葉（I・iii・127－170）と相挨って，心理学で言うところの性の誘
意性のヴェクトルが彼の婚約には全く欠げていたことを示Lている訳であるが，
この事実を合理的に説明することは中々難しい。勿論，基本的には筋遭の進展
（無性的結合→性的結合）のための設定にはちがいないのだが，従来，ともす
ると，オセロの性的無知故の淡泊さと解する傾向が見られるのはどうも疑問に
思われる。
　前章で触れたように，ロジャーズなどが同性愛説を唱える理由もオセロの淡
泊さにあるのかも知れないが，彼の説はイアゴウの側に抑圧されたオセロヘの
愛があるということであって，結婚以前にオセロとイアゴウ（またはキャシオ
ウ）との間に性関係があったという証拠は本文中の何拠にも見出し得ない。同
様に結婚する前まではオセロが女ぎらいであったという証左もないのである。
　ただ我々は，結婚の心理というものがそれ程単純なものでないということを，
現代心理学のお蔭で承知してはいる。例えば，「優しさ」に基づくオセロの結
婚は，「夫の妻への愛ば，優しいものであると同時に性慾的である。慾情充足を
目ざすと同時に，慾情に対して禁止的である」幽というマァキューズ（Marcuse）
の説明によって或る程度理解L得るかも知れない。
　だが，デズデモーナの自分への態度を殊更r優しい」ものにオセロが感じる
最大の理由は，1で説いたところの，彼の杜会的な立場にあると考えるのが最
も妥当なのではなかろうか。
　「多少とも力のつきはじめた七歳の頃から」全生涯を戦闘にあげくれて来た
黒人オセロ（キリスト教に改宗Lてはいる）は，ヴェニス軍の将軍にまで昇り
つめたとはいえ「家なしの野蛮人」と目されかねないのが現実であった。そし
てその現実の中では，オセロがまともな結婚を非現実として退けて来た事実
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　182
（I．iii．2←26）が白然であったのと同じように，たまたま良家の子女が心から
彼のr生涯の顛難をいとおしがってくれた」時，彼が理解者のr優しさ」に先
ず感激したこと，そしてその理解者を性愛を分ち合う相手とみなすことよりも
敬愛の対象としたことは自然であったのではなかろうか。
　こうした，「性」に対して禁止的なオセロの心理は，キプロスヘ急派されるこ
とになったオセロに同行することをデズデモーナが願い出た折に，オセロが彼
女のために行なった大公への口添えの中にも明瞭にうかがえるのである一
あれの願いを聞き届けてキプロスヘ渡らせてやって下さい／ただし，神に契
って申しますが／我が身の慾情を満たしたいがためにお願いしているのでは
ない……なお，御列席の諸官も，どうぞ／妻が居てはこの重い任務を怠りは
せぬかなどと／お考えにならないでいただきたい。御安心下さい。万に一も
／みだらな浮ついた気分から／眼がくらんだり手足が鈍ったりして／不堵な
戯れに任務を怠るようたことがありましたら／私の鎧を召し上げて鍋の代り
に女中に呉れてやって下さい／我が名が如何に罵られ／踏みにじられても構
いません！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L　iii－261＿274）
Lかし，この台辞が伝える，職責に対するオセロの並々ならぬ自信は，それが
余りに立派な言葉で語られているために，却って我々の危倶を呼び起こすこと
になるのであって，実際我々の心配は後に適中してしまうのである。
　同時にこのような自信を披涯出来るオセロのナイーヴさは性に対する彼の無
防備な姿勢を示すものであって，彼のこうした性的な素朴さは我々を語らせず
にはいないが，オセロに比べれぼ結婚生活への期待とか熱意とかの点では，む
Lろデズデモーナのほうがオセロよりも積極的だと言ってよい一
オセロ様を慕い共に暮したいと望む私の願いは／私が大胆にも家を捨て運命
5I2
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の嵐に身を投げこんだことで■担：間に知れわたっております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（I．iii－248－250）
　ところで，彼女が自認するこのr大胆さ」’ViOlenCe’は，彼女に対するオ
セロの言動の中には見受げられない性質のものであり，それはブラバソショウ
が自分の娘の中に見抜けなかったひとつの事実，即ち半ばは，「彼女のほうに
気があった」‘ha1f　the　wooer’（I．iii．エ76）という事実なのであった。
　つまり，有り体に言えば，夫婦の関係に関する限りでは，デズデモーナこそ
が現実的であり且つ率直であったのである一
もし私が後に残されて／ただ静かに目を送るばかりで，オセロ様は戦場へお
いでなら／お慕いして妻となった私はその務めも果せないまま／お留守の淋
しさをじっと耐えるだけのことになってしまいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Liii．255－259）
　しかし，こうした事実があるからと言って，D・ウィルスンの言うように
rオセロは女のことは何も知らない」と断定することは性急に過ぎるであろ
う。彼の人生経験に照らしてみて，常識的にはオセロが性的に無知であるとは
考えにくい。
　ここはやはり，先刻も述べた通り，オセロの過去と杜会的状況とが，自分に
対して理解と同情を示してくれた白人女性を直ちに性愛の対象とみなすことに
自らブレーキをかげる深層心理を生んでいたこと，及びオセロの「年齢が傾き
かけている」（In・iii・226）事実に由来するのではないかと思う。
　いずれにしても，作老が第一幕で我々に示している一組の男女は，無意識に
性愛禁忌の心理を持ち，相手を殆ど崇敬している男と，当り前の男性観と結婚
への期待とを持っている女とのベアなのである。
　そして，この一対の組み合わせが暗示する意味を，作者は①イアゴウによっ
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て人間の肉体を強調させてオセロの精神的指向と対比させ，②「新婚の喜びを
捨てて」あっさりとキプロス急派を承諾するオセロの職務第一の態度に疑問を
表明し，③キブロス同行を主張するデズデモーナの言動に普通の女の願望をこ
める，という三つの手続きによって強めたのであった。
　これらの工夫に加えて，いわば最後の入念な仕上げとして，オセロをキプロ
スヘ先行させることで二人の結婚の完成（いわゆるお床入り）を延期させると
いう仕組みを作者は用いたのである。この筋立ては『オセロ』に素材を提供し
たチソティオ（Cinthio，1504－73）の物語には無く，作者の考案であるのだが，
オセロとデズデモーナが同じ船でキプロスヘ渡れたいいわれは何もないのであ
るから，この暫時の別離と床入りの廷期によって生じる効果は，作者の計算通
り，二人の行く末への期待と，かたり不自然な結びつきにまつわる底深い不安
感との演劇的表明であったわけである。
　4　第二慕は舞台をキプロスに移している。観客や読老は既にキプロスにい
て，オセロとデズデモーナの到着を待つわげであるが，作老が入念に敷設Lお
えてあった期待と不信の伏線が，キプロスの浜辺に打ち寄せる大波のように，
待つ者たちの胸を騒がせていたことは言うまでもない。勿論，直接の関心は嵐
をついて海を渡って来るオセロの安否に向けられているのだが，「精神性」と
r肉体性」という対立的な二重イメージを付与されたオセロが，大方の男性垂
挺の的であるデズデモーナを得て，今後どのように変わるかという不安が人々
の心の底に重く澱んでいるわけである。
　こうした，複雑で多面的，基調的な暗示をぼ，個々の人物の言動や場面の移
動とのからみによって発展させ，遂には実際の不祥事を暗示するに足るだけの
劇的な力と脹らみを生み出す絶妙の筆捌きという点では，キプPスにおげるシ
ーソに勝るものは作老の作品の中でもそれ程多くはない。この場面はまさに作
者の腕の冴えを示す好個の一例といえるのではなかろうか。
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　前々章の中で，イアゴウがオセロに及ぼす重大な影響を否定することが出来
ないことを認めた上で，尚且つrオセロとデズデモーナの関係は彼等自身の性
によって変質し不幸な事態に進んでゆく」ということ，従って，rオセロを動か
しているのはイアゴウではなくオセロ自身の性であり，性についての認識（特
に結婚したあとでの）なのである」と述べたのも，実はその多くの根拠を第二
幕の内容に求めていたわけであった。言い換えれぼ，第二幕はrオセロ』の主
張を明示しているのである。以下，その事実を実証してみよう。
　一体，rオセロ』を観たり読んだりする者は劇前半の進行が後半よりも遅い
ことに気づくはずであるが，有名な「誘惑シーソ」を含んでいる第三幕（約740
行で最も長い）を中に挾んで，その前の一，二幕は後の四，五幕よりも実際に
長いのである。その比は約1420行対約1150行で，約270行の差があり，二幕約
730行は三幕（約740行）に次ぐ長さであ乱
　ちなみに，『リアヨ三』は一，二幕が四，五幕より約510行も長く，rハムレッ
ト』は約210行，『アントニーとクレオパトラ』は約170行長い。しかし『マク
ベス』のように逆に前半が約40行短いのもあるわけで，前後の長短比は或る程
度の示唆を持ち得るであろう。
　端的に言えぼ，rオセロ』の後半において，芝居の筋立てがイアゴウの言動
と連動して素早く展開していく様は，慎重入念な一，二幕が生み出した暗示の
ストーリイ化なのであり，後半部は前半部の生み出した暗示の視覚化であるに
過ぎない。
　このことは当然と言えば当然なのではあるが，従来ともすると，物語りとし
て明確に見える部分　　ある疾病の際立った徴候一に一般の注意が集中し，
その前段階でオセロが結婚によって別人の如くに変ったという事実を看過して
きたか，或いは軽視Lてきたきらいがあることは否めないであろう。
　人間はたとえ精神的な憧慢や願望を抱いても彼自らの肉体によって裏切られ
るものだという考えこそ明らかに『オセロ』の主張なのであって，そうである
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が故に，作者が問題にしている疾病は「嫉妬」ではなく，「性」そのもの，即
ち「性」から逃れ得ざる「人間」それ自体なのであり，第二幕は第一幕の意味
と暗示を受げ継いで，次に示す通りに，このことを語っているのである。
　犬時化の海上をついて先ずキプロスに着くのは，オセロならぬキャシオウで
あったが，この意図された反クライマックスによって新たに掻き立てられたオ
セロヘの関心に応えるかのように，キプロス総督モンターノ以下出迎えの者達
がr立派な将軍」オセロの名を口々に唱え，他方，キャシオウがr神々しいほ
どの夫人」像をモンターノに熱っぱく説明する。この場面ぱ，いわば二人の公
的イメージを再度提示することを意図するものであり，このイメージは第一幕
においてオセロ自身が自已とデズデそ一ナについて語った言葉が作りあげたイ
メージに丁度符合しているのである。
　しかし，ヴェニス流都市文化の作法を尊重し且つそれなりに洗練されてはい
るものの，キャシオウの本質は常識的な感覚主義者（II．i．100）なのであり，
それ故にオセロの安否を気づかう彼の何気ない言葉が，キブロスでのオセロは
r神々しい」デズデモーナの腕に抱かれてr情熱の喘ぎを喘ぐ」ことになる次
第を端なくも告げるのである一
　　・・おお神よ，将軍を護りたまえ／願わくば満帆に順風を孕ませて／あの方
の立派な船をこの港に安着させたまえ／あの方が夫人の腕の中で積もる思いの
たけを存分に尽し／我等の沈める志気を新たに鼓舞して／キプロス全島を喜び
に沸き立たしめたまえ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ILi－77－82）
キャシオウの言葉の中のr夫人の腕の中で積もる思いのたけを云々」は原語で
はイァゴウのそれと同列の即物的なイメージを伝えて生々しい（Make　love’s
quick　pants　in　DesdemOna’s　arms）のであって，その露骨さは「わが将軍
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のそのまた将軍」（IL　i．74）である夫人，というキャシオウの言葉と共鳴L，
なにやら不安気なオセロの先行きの道標となっていることは明白であ乱
　続いて，デズデモーナとイアゴウが上陸するが，彼女は未だ着かぬ夫を待つ
身の不安に耐えかねる焦燥の暫時を，イアゴウとの会話に紛らせようと進んで
イアゴウに言葉をかげる。しかし，この場面ほど残忍な皮肉をその底に潜ませ
ている個所は全幕を通じてないと言ってよいであろう。
　何故なら，二人の間のやりとり（IL　i・125－161）は，表面的には言葉遊びの
冗談と見えながらその主題は終始「性」であり，「色白の賢い女」も「色黒の
不器量女」も「汚ない遊びにかけてはどっちも凄腕だ」というイアゴウの論理
は，女性の美や貞潔をその肉体に全面降伏させているもので，デズデモーナヘ
の明らかなあてこすりだからである。しかも彼女は，イアゴウの言葉を全く自
分とは無関係な冗談として受け流して面白がるのであるが，当り前の健康な女
性が我知らず発散させている性的魅力について無知である時に，その女性の危
かしさを意地悪く凝視するのは，この当時の作老の顕著な特徴なのである一
ハムレヅトは，あの殆ど蒸留水の透明さを持つオフィーリャに向ってr尼寺へ
行け」とさえ言っており，r以尺報尺』で禁慾主義者の執政官アンジェロ（天
使の意）を誘って狂わせるのもr聖女様みたいな」美女イザベラの無意識の色
香なのである。不貞なヘレンに至っては「身体中が物を言っていた」のであっ
た。
　デズデモーナはイアゴウとのこの危険な機智遊びのあと，イアゴウの不真面
目さについてキャシオウに意見を求めるが，キャシオウに対する打解けてこだ
わりのない彼女の態度と，それに応えるキャシオウの，接吻と辞儀を伴なう懸
葱な態度とが，ひとしきりイアゴウの皮肉な傍白（II・i・168－180）の好餌とな
り，キャシオウ失脚を狙うイアゴウの策謀と，二幕全体の「性」の主題とが不
気味に結びついてゆく一
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あいつめ，彼女の手を握ったな／よし，そうだ，そうだ／精々ひそひそ話を
なさいませだ。こんな風に小さた蜘蛛の巣を張りつめていって／そのうちキ
ャシオウという銀蝿を引っつかまえてやるんだから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II－i．168－170）
それから，イアゴウの不吉な傍白を払いのけるように，オセロ到着を知らせる
ラッパが鳴りわたるo
　いよいよオセロが上陸す私この場面は，彼の私的な立場に立てば止むを得
ないものとして描かれていながら，実は，彼の変質と堕落を示唆する趣きがそ
の中に色濃くこめられていることに注意しなくてはならない。
　彼が，上陸するや否やデズデモーナの許へ駆げ寄り，二人の間にラヴコール
とでもいわるべき会話がひとしきり交わされ，その後，出迎えのモソターノた
ちに向き直って挨拶したということは，私人オセロの心情に則して言えぼ無理
からぬことであっただろう。
　だが，公人オセロの立場に立てば，妻との再会を喜ぶ余り身体が宙に浮いて
いるかのようなその態度と言葉は「立派な将軍」のそれとは程遠いもので，さ
すがのオセロ自身，rああ，すっかり取りとめもなく喋って一人で良い気分に
なっていたな」（IL　i・207－208）と弁解せざるを得ないほどの体たらくだったの
である。
　作者がこの場面のオセロの言動に，敬愛や恋情から，さらにふかく色慾へと
溺れてゆく者の姿をうつし出し，彼の性への傾斜を，新任されたキプロス総督
とLてのオセロの職務怠慢という事実によって強調していることは明白であ
る。
　そもそもが，新任官が，打ち揃って出迎えているモンターノ前総督以下の者
にしかるべき挨拶をしないばかりカ㍉彼等を無視して妻に駆げ寄り，恋をささ
やくということが先ずもって奇怪なのであるし，それにもまして問題なのは，
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トルコ軍を迎え撃つために急派されたオセロが，嵐でトルコ艦隊が遭難したた
め危険が去ったという重犬ニュースを，妻との会話が一段落したあとで報告し
ている事実である（島の老たちがトルコ艦隊の潰滅の事実をキャシオウによっ
て知らされたということは，オセロは知らない）。これらの事実はrオセロ』
開幕以後はじめて公けに示される明白な彼の落度なわけであるが・その依って
来たる原因が彼のr性」にあることは，上陸直後にオセロがデズデモーナの耳
に曝いた言葉，
此処にお前が着いておるのを見て／驚きもしたが心から嬉しい／……今直ぐ
死ねるなら／今こそ生涯で最も仕合わせな時となろう。思うに／これほど心
が充ち足りて喜びを感じることは／測り難い将来に二度と再び訪れることは
なかろう故。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II．i．184－195）
が示している通りなのであ乱オセロの言葉は明らかに嘗てヴェニス犬公に対
して職務遂行の自信を披涯した「将軍」のものではない。長くはない航海の間
に既にオセロは変り始めたのであり，新しいオセロは任務への誓いを忘れ，今
r死ぬ」ことを思い，「死ぬ」ことを無上の幸福だと言うのであるが，この
r死ぬ」‘die’という語が性的含意の強い語であることはエリザベス朝演劇の
観衆にとっては共通の常識である。
　作者がr死」とr性的エクスタシイ」との連想を踏まえてオセロにこの台辞
を言わせていることは疑いないことであって，この場面でのオセロの不適切な
言動は，結婚というものがオセロ自身には予想し得ぬ変化を彼の上にもたらす
であろうことを，つまり，結婚の中のr性」が全く別人の，新しいオセロを作
りつつあることを明白に示すものなのである。
　二人が手に手を取りあって退場したあとは，実際の舞台であったならば，残
された者たちの羨望と意外感を示す私語と表情がこの場面の意味を間違いなく
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伝えるわげであり，この時，恐らくはゆっくりした溶暗の中でイアゴウがロダ
リーゴに語るお喋りが・例によって悪意と皮肉を混じえた解説役を引き受げて，
つまりぱオセロもr助平」で，デズデモーナもただの女だということを，
彼女が神様みたいだって？　ちょっ！。あの女だって／飲む時には皆と同じ
ワインを飲むのさ。神様だったら／ムーア人なんぞに惚れるものか／とんだ
神様だぜ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IL　i・256－258）
とイアゴウ流儀に表現する。イアゴウの表現の是非はともかくとして，心なし
かこれまでとは違った説得力を持つかに見える彼の雑言は，つい先刻のオセロ
とデズデモーナの，男女としての姿を眼前に髪髭とさせるだけの効果は確実に
果しているわけである。
　こうした事清であったので，その後場面が変って，町角に布告係が歩み出，
将軍の婚儀をふれて歩き，飲食自由の遊宴が将軍の思召しで許可されることが
告げられる時，我々はいわば来るべきものが来たという感慨を抱くのである。
折しも城申では，披露宴を終えたばかりのオセロが，キャシオウに当夜の夜警
の指揮をゆだねた上で，デズデモーナを促して早々と別室へ退こうとしている
のであるが・オセロがキャシオウに言うrお寝み」の一声は，読者及び観衆に
別室での新床の様を各自想像せよ，との作考の声であり要請にほかならないの
である。
　これは別こ考え過ぎの，下品な解釈ではないのであって，第二幕が開いて以
来の，あらゆる人々のすべての言動一キャシオウが「神々しい夫人の腕の中
であの方が積もる思いのたけを存分に尽せるように」と，オセロの安着を祈っ
たこと。上陸後オセロが職務を忘れてデズデモーナとの再会を喜んだこと。布
告係による婚礼の宴のふれ。オセロがデズデモーナを新床へいざなう折の言
葉。そして余りに早すぎるオセロの就寝時刻についてのイアゴウの皮肉一は，
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実はすべて，直接には描かれていないお床入りに向って方向づけられたもので
あったからである。
　言い換えれば，作老が二重三重に張りめぐらした工夫と強調とは，床入りの
後に我々の前に再ひ姿を見せる時のオセロの変り様を　　第幕でのr立派な
将軍」オセロとどれ程違った，新しいオセロになっているかを示すための準備
なのである。要するに，彼が変ってしまった原因が結婚，つまりr性」である
ことを問違いなく示すことに作老の意図はあったのだった。
　オセロたちの初夜に折悪しく勃発する，キャシオウとモンターノとの争いは，
イアゴウが巧言を用いて下戸のキャシオウに酒を飲ませ，ロダリーゴを使って
惹き起したものであり，キャシオウ失脚を目論むイアゴウの策謀の第一手であ
るにちがいなかったo
　しかし他方，この真夜中の夫騒動はオセロの初めての夜を騒がせて・r新婚
の楽しみ」を中断させられたオセロの反応を見るためのものであるわけであ
る。そして我々の予想通り，不気嫌なオセロは以前の彼のものとは全く違う言
動によって，別人の相貌を顕にする。彼はすっかり焦立ち，立腹し，暴力的に
なり，イアゴウの言葉を信じてその場でキャシオウを免職にしてしまう一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ，ヅもはや我慢がならぬ／血が宥め役の理性に謀反し，感情が理性を郡け／勝手
気ままに突走ろうとする。一度おれが動けば／この腕を少しでも挙げさえす
れぱお前らのうち一人として／助かるものはいないのだぞ。さあ正直に言え
／どうしてこんな騒ぎになったのか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II－iii－2041210　福田垣存訳）
軽率なキャシオウ追放と，r血が理性に謀反し」てどうにもとまらぬと告白す
る彼の様子は，前幕でデズデ壬一ナとの結婚について父親や大公たちに陳弁し
た折の沈着冷静ぶりを我々に想起せしめるに十分なものであって，それ故あの
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折の冷静さは，この場面で別人となったオセロの変り方のはげしさを浮き彫り
にするための効果が荷なわされていたのかと納得されもする。
　この場面での我々の同情は当然哀れなキャシオウに向うのであるが，ここで
のキャシオウの便われ方も単純ではない。騒ぎのために起き出て来たデズデモ
ーナを見たオセロが「見ろ，デズデモーナまで起こしてしまったではないか。
貴様，見せしめにしてくれるぞ」（II・iii・251r252）と再びキャシオウの処罰を
口にするので，なるほど，キャシオウは夜警の任務を怠った故にではなくて，
まさに彼の初夜を騒がせたが故に罰っせられていることを身を以て示す役まわ
りなのだな，と一層同情されるのであ乱そう言えぼ，これより前，オセロの
到着を港で待っていたキャシオウがデズデモーナについてモンターノに説明し
た時の台辞の中に，rわが将軍のそのまた将軍とも申すべきご婦人」（IL　i・74）
という句があったのであったが，キャシオウは自分が「見せしめ」にされるこ
とによってr将軍の将軍」という自分が使った言葉通りのデズデモーナの存在
を立証したわけである。
　この句は，オセロ夫妻とモソターノが去った後，残ったイアゴウが語る台辞
の中にももう一度あらわれて，オセロの身の上に何が起ったかを端的に告げる
ことになる
わがオセロ将軍だが，今や奥さんのほうが将軍様。まあ，そんなところだ。
というのはね，奥方様の才智と上品なところを，ためつすがめつ抵め廻しっ
て訳で，ひたすら御顔色をうかがっている有様だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II．iii－319－323）
イァゴウの表現は例によって下品で露骨であるが，結局，オセロが自らの情慾
によって狂おしいまでにデズデそ一ナヘ溺れこんでいったことを作者は告げて
いることに疑いはない。「性」故に，デズデモーナを「賢明にではなく，余り
に深く愛した」（V－ii・3仏）男は，今や如何なる悲劇的な状況にも似つかわし
　522
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　193
い一個のおぞまLい肉体的な存在となったのであり，悲劇はいつ起っても不思
議はないのである。再びイアゴウの台辞を引けば，オセロのデズデモーナヘの
惑溺は彼の存在一切をくつがえすに足るものである一
・・・…しかもあの女にしてみれば／ムーアはどうにでもなる。一たとえ洗礼
を取り消して／罪の貝費いの信仰を一切合財捨ててしまえと言われたって／否
とは言わぬ程ののぼせようだ／こうしろ，ああしろと，何から何まで／あの
女は，いわば神の如くあの妻のろを操れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IL　iii．348～355）
イアゴウのこの言葉は現在の我々にとってはそれ程のものには聞こえないが，
しかし一旦これをエリザベス朝演劇の伝統的視座の中に据えてみた場合は意味
が違ってくることに留意したい。つまり「洗礼の敢り消し」や「罪の貝費いの信
仰を一切捨てる」という句を書く作老と，それを聞く（読む）者との間には暗
黙の重大な宗教的了解事項があったのであり，オセ目の堕地獄の予感は重々し
い警告となって神学的に敏感な聴衆の心に，まちがいなく作者の暗示を伝えた
はずなのである。
　言い換えれば，作老はこの時点までで，オセロ像をほぽ提示し終っており，
従って彼の未来も明白に予告されてある訳であって，彼の未来の堕地獄の原因
は彼の「性」に在り，従ってこれ以後彼の上に生起する事件についての責任の
所在もまた明白なのである。
　たしかに，イアゴウはオセロの悲劇に無関係ではない。しかし既に指摘した
ことではあるが彼がオセロの鼻面を文字通りに曳き廻すのはオセロが自らの性
によって変った後のことであり，オセロの未来が予告されてからのことなので
ある。
　思うに，イアゴウの最大の役割は，彼があたり一面に撒き散らすおびただL
い性的コメソトによって人間の性的な側面を確実に提示したことであったので
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あり，そして彼の最大の功積は，それによってオセロを我々の仲問の一人にし
おおせたことであった。
　言い換えれば，実に皮肉なことであるが，イアゴウが執撒こ人間の性の力，
支配力を強調した事実が，オセロをr好色な黒い牡羊」ではなく一人の平均的
な人問としたのである。従って，もしオセロが「好色なムーア」であるのなら，
我々が皆r好色なムーア」であるという意味においてであって，ここに『オセ
ロ』が，その中に性の洪水を保有しながら性の径物の悲劇ではない理由がある
といえる。オセロは我々であり，彼の悲園は，肉体と精神との抗争を常にくり
返している性的存在としての我々の悲劇にほかならないのであった。
注（1）ムーア人説とニグロ説はいわゆるシェイクスピア学者の間で未だ結着を見ていな
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